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篇
を
有
す
る 。
細
孔
の

大
き
さ
や
形
状
に
よ
り 、

さ
ま
ざ
ま
な
分
子
を
特
異

的
に
取
り
込
め
る
こ
と
か

ら 、
ガ
ス
貯
蔵 、
触
媒 、

で
あ
る 。
構
成
分
子
の
選
い
C
O
F
は 、
規
則
的
細
速
に
動
く
特
性
を
有
し 、

エ
ネ
ル
ギ
ー

材
料
な
ど
多
択
に
よ
り 、
溝
造
(
2
次
孔
を
有
し
イ
オ
ン
が
通
る
固
体
電
解
質
と
も
呼
ば
れ

岐
に
わ
た
る
応
用
が
期
待
元
シ
ー
ト 、
ジ
ャ
ン
グ
ル
経
路
を
形
成
で
き
る
た
る 。
イ
オ
ン
伝
導
性
c
o

さ
れ
る 。

ジ
ム
型 、
星
型
な
ど）

、

め 、
有
機
系
の
超
イ
オ
ン
F
(
I
C
O
F)
と
し
て

M
O
F
同
様
の
特
徴
を
細
孔
サ
イ
ズ
(
O.
7
箆
伝
導
体
と
し
て
有
望
で
あ
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の

有
し 、
有
機
分
子
同
土
が
腎
〈
マ
イ
ク
ロ
は
1
0
0
る 。
超
イ
オ
ン
伝
導
体
は
ほ
と
ん
ど
は 、
最
終
的
に

共
有
結
合
し
て
形
成
さ
れ
万
分
の
1〉

以
下
の
ウ
ル
固
体
の
中
を
イ
オ
ン
が
高
粉
体
と
し
て
得
ら
れ
る 。

る
共
有
結
合
性
有
機
構
造
ト
ラ
マ
イ
ク
ロ
孔
も
可

体
(
C
O
F)
は
さ
ら
に
能）
を
自
在
に
調
整
で

熱
的
／
化
学
的
な
安
定
性
き 、
官
能
基
の
選
択
に
よ

に
優
れ
た
新
し
い
高
分
子
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
特
性

多
孔
質
材
料
で
あ
る 。
C
を
付
与
で
き
る
た
め 、
急

2
0
2
5
年
の
ノ
ー

ベ
O
F
が
M
O
F
よ
り
も
優
速
に
研
究
開
発
が
発
展
し

ル
化

笠員
の
研
究
対
象
で
れ
た
安
定
性
を
示
す
ゆ
え
て
い
る 。

あ
る
金
属
ー

有
機
構
造
体
ん
は 、
配
位
結
合
よ
り
も

(
M
O
F)
は 、
金
属
イ
強
い
共
有
結
合
に
よ
り
構

オ
ン
に
有
機
分
子
が
配
位
造
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

雙
じ
て
構
成
さ
れ
る
多

孔
質
材
料
で 、
高
い
結
晶

性
と
麿
比
表
面
積
と
い
う

高
い
安
定
性

技術で
末

⑲ 
ー産羞•Illの挑戦一

共
有
結
合
性
有
機
構
造
体

こ
う
し
た
安
定
性
の
高

伝
導
性
を
向
上

薄膜化により変形に耐える

超
イ
オ
ン
伝
導
体
に
応
用
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（
産
総
研）
で
は 、
直
接
i

ス

豊
で
C
O
F
を
合
成
す
一

ィ
員

．

門
バ
究

る
方
法
を
見
い
だ
し 、
イ
i

部
デ
研

オ
ン
交
換
処
理
条
件
を
最
i

究
一

任

＂

研
ギ
主

適
化
す
る
こ
と
で 、
I
C
�

術
ル

O
F
膜
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
i

技
ネ
プ

＂

池
エ
一

ン
伝
導
性
向
上
に
成
功
し

i

電
用
ル

た 。
有
機
固
体
電
解
質
と

一

研
応
ク

総
子
究

し
て
世
界
ト
ッ
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伝
導
率
（
室
温
で
40
努
評
い
C
O
F
を
用
い
た
高
分
今
後 、
さ
ら
な
る
伝
導
率

毎
平
方
戌
認
以
上）
を
達
子
形
燃
料
電
池
(
P
E
M
の
向
上
を
狙
っ
た
I
C
o

成
し
た 。
こ
の
成
果
に
よ
F
C)
用
の
プ
ロ
ト
ン
交
F
の
開
発
お
よ
び
I
C
o

り 、
I
C
O
F
の
リ
チ
ウ
換
膜
の
開
発
に
も
取
り
組
F
を
用
い
た
全
固
体
有
機

ム
イ
オ
ン＿一
次
電
池
へ
の
ん
で
い
る 。
40
年
ま
で
二
次
電
池
の
実
用
化 、
高

応
用
が
期
待
さ
れ
る 。

に 、
高
湿
低
湿
度
下
で
高
温
型
P
E
M
F
C
の
実
現

、
プ
ロ
ト
ン
伝
導
を
示
す
に
向
け
研
究
を
加
速
さ
せ

C
O
F
膜
を
開
発
す
る
こ
た
い 。

高
機
能
膜
開
発
へ

し

現
在
は 、
耐
熱
性
の
高
と
を
目
標
と
し
て
い
る 。

（
木
曜
日
に
掲
載）
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大分県由布市出身。専門は有機化
学。16年に産総研に入所した後、 有
機二次電池の研究に従事し、 近年は
有機固体イオン伝導体の開発を中心
に研究を進めている。研究タ ーゲッ
トはCOFに限らず、 エネルギー材
料として期待できる有機材料全般。
猫が好き。
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